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を含む制癌剤併用の効果を CheckerBoard Anal v~is 

















































防のた :vietoclopam ide大量を含む対策を講じ，大過 活性型ビタミン Oa(l:dIζよる造血器悪性腫君事の治
なく CDOP療法を行ないえたが，乏尿，尿細管障害， 療は近年始められたばかりで，その有効性はまだ明ら
肺障害が一過性にみられ， AOMの併用時には呼吸困 かではない．今回， 白血病および前白血病患者lζ対
聖堂がみられた．加療により腫場縮少がみられたが，最 する治療として alfacalcidolの単独投与を試みた． 対
86 日外宝 弟5li色 第1号（昭和62年一1月）
象.hypoplastic leuk .mia, hypopl川 ticAPL. RARei. 
RAEB in I, （、Mi¥H>L，各 1例でいずれも本治的の
患者である． 成績 ．各症例に対し alfacalcidol0. 75～ 
8μg’d川の連続投与を行った.6μg以上の場合はr笥




他の 2例では ：114~は認められなかっ た． （）るによる治


































症例 1'21上＇／： ＇J..発症当初 Busulfan投与により牌
腫は消失，末梢血も正常に controlされた． その後イ
ンターフェロン ＂3 mu/day 1 ¥I；連日，3mu/w9'.¥I
3mu×＇.！ 5.¥1 投与し，現在も良好に controlされてい
る．症例2.56才事務職， Busulfan19M投与lζて良
好に controlされていたが巨大胃腫蕩を併発，入院と
同時に IF-r投与を行なった.IF-a 3 mu/day lM連
日， その後 3mu×2,¥' 14九Iで良好に controlされて
いる．他の2例は巨大牌腫を併なう初発例 (18才）と




7)甲状腺癌の E<~ F レセブタ ーの性状
:,-; 2内科 宮本ますみ，須川 秀夫
伐 徹，井村 裕夫
ヒト甲状腺細胞における EpidermalGrowth Factor 
(EじF）‘工作体の発現と疾患時の変動を検討した 方法
は，各般疾患の初代培養細胞を， 12s1.E＜，におよひ’各












!Tl l内f↑ 1軍国博義，国鳥 l改良日 を進めたい．
内野治人












ヒト末梢血リンパ球， HL 60, '.¥IOLT 4を用いて
.¥DRで6時間処理後の殺細胞効果を調べたと乙ろ，
リンパ球では 10-•M でもほとんど殺細胞効果を示さ
なかったが， :VIOLT4 では 10－•～io-s, HL60では
10→～10 6Mより殺細胞効果を示しはじめた．また，
ethidium bromideを用いた Birnboimらの方法によ








break に変化は認めなかった．また IO-• M 添加によ
って細胞内 NAD,ATPの変化は認めなかった．との





















し， 50%生存率における増感率は各々1.3, 1. 6, 1. 7 
であった．
10）九Iethotrexa te / H yd ru xy urea による
人ra-CTP代謝の :VIod ulation 






pc A Kて抽出後中和し， Anion-exchangecolumnを
用いた HPLCで測定した．





deoxycylidine kinase によりリ ン酸化される Ara-A及
び deoxyadenosineのリン酸化も， B-celllineで HU
Iとより促進することより， その機序は deoxycytidine
kinaseの 白1ctivationが想定された．
本研究は，ArA-CとMTX/HUの臨床的相乗効果
を説明するだけでなく， ArA-C代謝の regulationを
検討する生化学的 Modelとして重要と思われる．
